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関電工の取組み
関電工は、電気設備工事を中核に、情報通信、空調・衛生、

電力インフラ分野まで幅広く手がける総合設備企業です。
企画・設計から施工、保守、リニューアルまでを一貫して

担い、建築物や社会インフラの安全・快適な運用に貢献して
います。
なかでも、JAEA、QST などの研究施設である核融合・加

速器施設における特殊な電気設備工事を行ってきました。
高磁場・大電流・電磁ノイズ・放射線環境といった厳しい

条件下で、安定的に研究装置を稼働させるための電気設備の
設計・施工・保守に関する知見を蓄積しています。
核融合研究の「装置の外側」から支える技術として研究開

発を行っており、一般社団法人電気設備学会の全国大会にお
いて、「核融合環境における電気設備（その1～その57）」を
報告しております。
今後も、研究開発を継続し、核融合発電の実現にむけて貢

献してまいります。

関電工の研究開発
関電工は、特殊環境に適応できる製品開発、先進材料を活

用した設計・施工を行なっております。
耐放射線性LED照明（図1）は、ガンマ線吸収線量2MGy

以上でも初期照度の70％以上の照度を維持できることを確認
している製品です。
磁場環境適用LED照明（図2）は、250ガウス(25mT)クラ

スの定常漏れ磁場においても長時間安定的に点灯し、安全性
能を満たした製品です。核融合施設、超電導施設のような漏
れ磁場のある環境で安定的に稼働する製品です。　
アラミド筋（図3）は、鉄筋と異なり、錆びない、非磁性、

電気絶縁性があり、鉄筋の磁化による問題や電磁ノイズ対策
に寄与する材料です。
関電工は、これらの研究開発品、先進材料を活用しながら、

研究施設の安定稼働にむけた研究を進めてまいります。

ひとりひとりが、未来を灯す。
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図１：耐放射線性LED照明．

図2：磁場環境適用LED照明．

図3：アラミド筋を用いた鉄塔基礎．


	



